
一
　
は
じ
め
に

「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」
に
お
け
る
先
行
研
究

は
、
決
し
て
少
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ

ら
の
多
く
が
、
い
わ
ゆ
る
モ
デ
ル
論
的
な
研
究
で
あ
り
、
本

格
的
な
作
品
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

本
作
の
舞
台
は
古
代
中
国
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
〈
西
域

も
の
〉
の
一
つ
と
し
て
区
分
さ
れ
る
の
が
通
常
だ
が
、
他
の

〈
西
域
も
の
〉
と
の
類
似
性
は
少
な
く
、
内
容
も
極
め
て
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
は
、

モ
デ
ル
論
的
研
究
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
言
え

る
。本

論
も
ま
た
、
モ
デ
ル
論
の
範
疇
の
一
つ
に
な
る
。「
北

守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」
に
用
い
ら
れ
た
中
国
古
典
の

明
確
な
典
拠
と
し
て
、
晩
唐
の
詩
人
張
蠙
の
五
言
律
詩
「
過

蕭
關
」
の
紹
介
を
す
る
が
、
将
来
作
品
論
へ
と
展
開
す
る
た

め
の
基
礎
的
資
料
の
一
補
完
を
目
的
と
す
る
。

二
　
モ
デ
ル
論
と
し
て
の
先
行
研
究

こ
れ
ま
で
、
積
極
的
に
中
国
古
代
の
歴
史
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
説
得
力
の
あ
る
分
析
を
試
み
た
の
は
、
多
田
幸
正
（『
賢

治
童
話
の
方
法
』
勉
誠
社
、
一
九
九
六
）
だ
ろ
う
。

多
田
は
橘
瑞
超
の
『
新
疆
探
検
記
』（
民
友
社
、

一
九
一
二
）
を
用
い
、
作
品
に
お
け
る
〈
西
域
〉
に
関
す
る

具
体
的
な
表
現
と
の
類
似
性
を
分
析
し
た
。
ま
た
、
范
曄
編

『
後
漢
書
』
に
記
さ
れ
る
班
超
を
、
賢
治
が
ソ
ン
バ
ー
ユ
ー
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の
造
形
に
あ
た
っ
て
最
も
参
考
に
し
た
武
将
で
あ
る
と
し
、

班
超
の
伝
記
の
輪
郭
部
分
を
借
り
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
て
い
る
。

王
敏
（『
宮
沢
賢
治
と
中
国
―
賢
治
文
学
に
秘
め
ら
れ

た
、
遥
か
な
る
西
域
へ
の
旅
路
』
国
際
言
語
文
化
振
興
財

団
、
二
〇
〇
二
）
も
ま
た
、
積
極
的
に
「
北
守
将
軍
と
三
人

兄
弟
の
医
者
」
に
関
し
発
言
を
し
て
い
る
。
特
に
『
唐
詩

選
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
不
明
と
さ
れ
て
き

た
多
く
の
語
彙
や
場
面
の
解
釈
を
試
み
た
。
北
守
将
軍
ソ
ン

バ
ー
ユ
ー
と
曹
霸
将
軍
と
の
類
似
性
や
「
ラ
ユ
ー
」
と
い
う

都
の
名
と
中
国
「
洛
陽
」
と
の
関
係
、
北
守
将
軍
の
乗
る
白

馬
の
モ
デ
ル
に
関
す
る
推
定
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
、
賢
治
テ

ク
ス
ト
の
直
接
的
な
典
拠
と
い
え
る
も
の
は
指
摘
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
王
が
指
摘
す
る
盧
綸
の
詩
「
和
張
僕

射
塞
下
曲
」
に
つ
い
て
だ
が
、
多
田
論
で
も
言
及
さ
れ
て
い

る
が
、
倉
田
卓
次
（「
思
い
出
の
美
少
年
」『
墓
一
つ
づ
つ

賜
は
れ
と
言
へ
―
遠
藤
麟
一
朗　

遺
稿
と
追
憶
』
青
土
社
、

一
九
七
九
）
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
事
柄
で
あ
る
。
天
沢

退
二
郎
も
『
新
修
宮
沢
賢
治
全
集
』
第
十
三
巻
（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
〇
）
の
「
後
記
」
で
そ
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

三
　「
狐
」
と
「
砂
鶻
」

北
守
将
軍
は
凱
旋
後
、
王
様
へ
の
拝
謁
を
願
っ
た
が
、
長

い
年
月
馬
上
で
戦
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
身
体
が
固
ま
り
馬
か

ら
降
り
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
北
守
将
軍
は

身
体
を
治
療
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
王
様
に
拝
謁
す
る
た
め
、

三
人
兄
弟
の
医
者
の
と
こ
ろ
へ
行
く
。
北
守
将
軍
の
話
に
よ

れ
ば
、
戦
場
の
砂
漠
に
は
狐
と
砂
鶻
と
い
う
非
常
に
厄
介
な

動
物
が
い
て
、
散
々
な
目
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
場
面
を
、

次
に
引
用
す
る
。

「
あ
な
た
は
そ
れ
で
向
ふ
の
方
で
、
何
か
病
気
を
し
ま

し
た
か
。」

「
い
ゝ
や
、
病
気
は
し
な
か
つ
た
。
病
気
は
別
に
し
な

か
つ
た
が
、
狐
の
た
め
に
欺
さ
れ
て
、
ど
う
も
と
き
ど

き
困
つ
た
ぢ
や
。」

「
そ
れ
は
、
ど
う
い
ふ
風
で
す
か
。」

「
向
ふ
の
狐
は
い
か
ん
の
ぢ
や
。
十
万
近
い
軍
勢
を
、
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た
ゞ
一
ぺ
ん
に
欺
す
ん
ぢ
や
。
夜
に
沢
山
火
を
と
も
し

た
り
、
昼
間
い
き
な
り
砂
漠
の
上
に
、
大
き
な
海
を
こ

し
ら
へ
て
、
城
や
何
か
も
出
し
た
り
す
る
。
全
く
た
ち

が
悪
い
ん
ぢ
や
。」

「
そ
れ
を
狐
が
し
ま
す
の
で
す
か
。」

「
狐
と
そ
れ
か
ら
、
砂
鶻
ぢ
や
ね
、
砂
鶻
と
い
う
て
鳥

な
ん
ぢ
や
。
こ
い
つ
は
人
の
居
ら
な
い
と
き
は
、
高
い

処
を
飛
ん
で
ゐ
て
、
誰
か
を
見
る
と
試
し
に
来
る
。
馬

の
し
つ
ぽ
を
抜
い
た
り
ね
。
目
を
ね
ら
つ
た
り
す
る
も

ん
で
、
こ
い
つ
が
で
た
ら
も
う
馬
は
、
が
た
が
た
ふ
る

へ
て
よ
う
あ
る
か
ん
ね
。」

二
種
類
の
動
物
の
う
ち
、
狐
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な

く
、
世
界
各
地
に
存
在
し
て
お
り
説
明
の
必
要
は
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
一
方
、
砂
鶻
と
い
う
動
物
は
一
般
的
と
は
言
い

難
い
。
原
子
朗
『
定
本
宮
澤
賢
治
語
彙
辞
典
』（
筑
摩
書
房
、

二
〇
一
三
）
に
は
、「
鶻
は
ワ
シ
タ
カ
目
ワ
シ
タ
カ
科
の
小

型
の
ハ
ヤ
ブ
サ
（
隼
）
類
の
漢
名
。
砂
鶻
は
砂
漠
地
方
に
棲

む
タ
カ
の
こ
と
を
さ
す
」
と
あ
る
が
、
賢
治
は
な
ぜ
「
砂

鶻
」
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
記

述
は
な
い
。

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
九
）

で
は
、「
沙
地
の
く
ま
た
か
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
漢
語
大
詞
典
」（
漢
語
大
辞
典
出
版
社
、
上
海
、

一
九
九
四
）
で
は
「
栖
息
于
沙
漠
地
帯
的
鷲
鳥
」
と
あ
り
、

〈
砂
漠
地
帯
に
栖
息
す
る
鷲
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

鷲
か
鷹
か
、
隼
か
、
文
献
的
に
は
決
着
は
つ
か
な
い
が
、

猛
禽
類
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。
最
も
重
要
な
点
は
、

鳥
の
名
称
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
賢
治
は
な
に
ゆ
え
「
砂

鶻
」
と
い
う
一
般
読
者
に
と
っ
て
親
し
み
の
な
い
鳥
を
登
場

さ
せ
た
の
か
、
ま
た
は
登
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
筆
者
は
、
唐
の
詩

人
・
張
蠙
の
詩
「
過
蕭
關
」
を
賢
治
が
読
ん
で
お
り
、
そ
こ

か
ら
借
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

　
　
　

過
蕭
關

　
　
　
　
　
　
　
　

張
蠙

得
出
蕭
關
北　

儒
衣
不
稱
身
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隴
狐
來
試
客　

沙
鶻
下
欺
人

曉
戍
殘
烽
火　

晴
原
起
獵
塵

邊
戎
莫
相
忌　

非
是
霍
家
親

こ
の
詩
の
頷
聯
に
は
、
ま
さ
し
く
砂
漠
で
の
「
狐
」
と

「
砂
鶻
」
が
二
つ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
中
国
語
で
は
「
砂
」

と
「
沙
」
は
同
音
同
義
で
あ
り
、「
沙
鶻
」
は
「
砂
鶻
」
と

同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

賢
治
に
と
っ
て
詩
（
漢
詩
）
は
、
親
し
み
や
す
い
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
結
城
蓄
堂
編
『
和
漢
名
詩
鈔
』（
文
会
堂

書
店
、
一
九
一
五
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
次
に
示
す
。

四
　
賢
治
と
漢
詩

奥
田
弘
『
宮
沢
賢
治  

研
究
資
料
探
索
』
蒼
丘
書
林
、

二
〇
〇
一
）
に
、「
宮
沢
賢
治
と
『
和
漢
名
詩
鈔
』
―
そ
の

詩
歌
へ
の
投
影
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
考
が
あ
る
。

賢
治
が
、
こ
の
『
和
漢
名
詩
鈔
』
を
手
に
し
た
の
は
、

盛
岡
中
学
校
四
年
生
の
時
で
あ
る
。
彼
が
、
こ
の
本
を

知
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
教
師
か

級
友
の
推
奨
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、

重
版
・
続
編
の
刊
行
状
況
か
ら
推
測
し
て
、
当
時
の
全

国
、
中
等
学
校
生
徒
間
で
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。（
因
み
に
、
同
じ
文
会

堂
発
行
の
森
塊
南
著
『
漢
詩
講
義
』
下
巻
〈
大
５
・
１
・

17
刊
〉
付
載
の
広
告
欄
『
続
和
漢
名
詩
鈔
』
広
告
文
に

「
前
篇
十
万
部
発
行
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
る
」

云
々
と
あ
る
）

前
述
の
書
簡
に
は
引
用
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
半

に
「
三
月
頃
よ
り
文
学
的
な
る
書
を
求
め
可
成
大
き
な

顔
を
し
て
歌
な
ど
作
る
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
文
学
少
年
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
察
し
て
、

『
和
漢
名
詩
鈔
』
か
ら
の
影
響
は
、
相
当
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

奥
田
の
考
察
は
、
賢
治
の
短
歌
や
詩
の
創
作
へ
の
漢
詩
の

影
響
を
探
っ
た
も
の
で
、「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」

へ
の
言
及
は
な
い
が
、
賢
治
を
含
む
そ
の
当
時
の
若
者
の
漢
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詩
へ
の
興
味
・
関
心
度
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
参
考
に
な

る
。
ち
な
み
に
、
張
蠙
の
「
過
蕭
關
」
は
『
和
漢
名
詩
鈔
』

に
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
賢
治
が
確
実
に
読
ん
で

い
た
と
推
測
さ
れ
る
『
唐
詩
選
』
に
も
「
過
蕭
關
」
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
賢
治
は
ど
の
よ
う
に
し
て
「
過
蕭

關
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

そ
の
詩
は
『
三
体
詩
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
三
体
詩
』
は
、
南
宋
の
周
弼
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
詩
集
で
、

『
唐
詩
選
』
が
初
唐
や
盛
唐
の
詩
を
中
心
に
収
録
し
て
い
る

の
に
対
し
、『
三
体
詩
』
は
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
詩

が
重
点
的
に
選
ば
れ
て
い
る
。
作
詩
の
教
本
と
し
て
編
集
さ

れ
、
日
本
で
も
漢
詩
を
作
る
人
た
ち
の
多
く
が
愛
読
し
て

い
た
と
い
う
。
明
治
期
と
し
て
は
石
川
鴻
斎
述
『
三
体
詩
講

義
』（
寛
裕
舎
、
一
八
八
五
）
や
大
田
才
次
郎
述
『
唐
詩
選

三
體
詩
講
義
』（
博
文
館
、
一
八
九
三
）、
野
口
寧
斎
著
『
三

体
詩
評
釈
』（
進
々
堂
、
一
八
九
四
・
郁
文
舎
、
一
九
一
〇
）

な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
賢
治
の
所
蔵
図
書
目
録
（
境
忠
一
『
評
伝
・
宮
沢

賢
治
』
お
よ
び
奥
田
弘
「
宮
沢
賢
治
の
読
ん
だ
本
」
―
所

蔵
図
書
目
録
補
訂
―
）
の
中
に
『
漢
文
大
系
』（
冨
山
房
、

一
九
〇
九
）
が
確
認
で
き
、
そ
の
第
二
巻
に
『
三
体
詩
』
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
期
に
な
っ
て
出
版
さ
れ
た

『
國
譯
漢
文
大
成
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
一
）
に
も

『
三
体
詩
』
は
収
録
さ
れ
て
お
り
、
詩
句
の
解
釈
な
ど
か
な

り
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
。

賢
治
は
ど
の
『
三
体
詩
』
で
「
過
蕭
關
」
を
読
ん
だ
の
か
。

確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
蔵
書
本
で
あ
る
『
漢
文
大

系
』
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
漢
文
大
系
』
に

は
訓
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
詩
を
読
み
解
く
た
め
に
必
要
程

度
の
注
釈
も
記
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
賢
治
が
他
の
『
三

体
詩
』
を
読
ん
だ
と
仮
定
し
て
も
問
題
は
な
い
。
こ
こ
で
指

摘
し
た
い
こ
と
は
、
ど
の
『
三
体
詩
』
を
読
ん
だ
か
で
は
な

く
、
句
の
改
変
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

五
　
賢
治
に
よ
る
改
変

詩
「
過
蕭
關
」
の
書
き
下
し
文
を
『
國
譯
漢
文
大
成
』
に

従
っ
て
記
せ
ば
、「
蕭
関
の
北
に
出
る
を
得
た
り
、
儒
衣
身

に
稱
は
ず
、
隴
狐
来
っ
て
客
を
試
み
、
沙
鶻
下
り
て
人
を
欺
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く
、
曉
戍
烽
火
残
り
、
晴
原
獵
塵
起
る
、
邊
戎
相
忌
む
こ
と

莫
れ
、
是
れ
霍
家
の
親
に
あ
ら
ず
」
と
な
る
。
注
意
し
て
読

む
と
、「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」
と
少
し
異
な
る

点
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

そ
れ
は
頷
聯
に
あ
る
「
狐
」
が
「
試
」
み
、「
沙
鶻
」
が

「
欺
」
く
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
関
す
る
こ
と
だ
。「
北
守
将

軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」
で
は
、「
狐
」
が
「
欺だ
ま

」
し
、「
砂

鶻
」
が
「
試た
め

」
す
、
と
い
う
逆
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

で
は
そ
の
入
れ
替
え
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
原
典
の
組
み

合
わ
せ
と
、
賢
治
作
品
で
の
組
み
合
わ
せ
を
比
較
し
た
場

合
、
賢
治
の
記
す
「
狐
」
が
「
欺
」
し
、「
砂
鶻
」
が
「
試
」

す
、
の
組
み
合
わ
せ
の
方
が
、
筆
者
の
語
感
レ
ベ
ル
で
は
理

解
し
や
す
い
。『
漢
文
大
系
』
で
は
、
こ
の
箇
所
は
「
実
景
」

で
あ
る
と
註
さ
れ
て
い
る
。『
國
譯
漢
文
大
成
』
で
は
「
試
」

を
「
魅
」
と
読
み
替
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
基
本
的
に
は
原
典
の
組
み
合
わ
せ
通
り
に
解
釈
し

て
お
り
、
そ
れ
が
当
然
な
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
漢
詩
の
専

門
家
で
は
な
い
た
め
、
立
ち
入
っ
た
即
断
は
避
け
る
こ
と
に

す
る
。
念
の
た
め
、
石
川
鴻
斎
述
『
三
体
詩
講
義
』（
前
出
）、

大
田
才
次
郎
述
『
唐
詩
選
三
體
詩
講
義
』（
前
出
）、
野
口
寧

斎
著
『
三
体
詩
評
釈
』（
前
出
）
で
の
解
釈
も
調
べ
た
。
大

田
才
次
郎
の
も
の
に
は
「
隴
狐
」、「
沙
鶻
」
に
関
す
る
注
は

見
当
た
ら
な
い
。
石
川
鴻
斎
と
野
口
寧
斎
の
も
の
に
は
か
な

り
の
量
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
が
、
賢

治
の
解
釈
の
元
に
な
っ
た
可
能
性
は
少
な
い
と
判
断
で
き
、

引
用
は
省
略
す
る
。

大
き
な
問
題
は
、
賢
治
が
用
い
た
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、

漢
詩
と
し
て
平
仄
が
整
わ
な
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
賢
治
は
訓
読
で
理
解
し
て
い
た
と
す
る
の
が
自
然

で
あ
る
。
賢
治
が
自
身
の
語
感
か
ら
解
釈
し
た
結
果
と
し
て
、

「
狐
」
が
「
欺
」
し
、「
砂
鶻
」
が
「
試
」
す
、
の
組
み
合
わ

せ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
　〈
厭
戦
〉
と
い
う
こ
と

作
品
の
冒
頭
で
、
北
守
将
軍
ソ
ン
バ
ー
ユ
ー
が
凱
旋
し
た

と
き
、「
塞
外
の
砂
漠
」
へ
の
言
及
が
あ
る
。
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北
守
将
軍
ソ
ン
バ
ー
ユ
ー
は

い
ま
塞
外
の
砂
漠
か
ら

や
つ
と
の
こ
と
で
戻
つ
て
き
た
。

勇
ま
し
い
凱
旋
だ
と
云
ひ
た
い
が

実
は
す
つ
か
り
参
つ
て
来
た
の
だ

と
に
か
く
あ
す
こ
は
寒
い
処
さ
。

三
十
年
と
い
ふ
黄
い
ろ
な
む
か
し

お
れ
は
十
万
の
軍
勢
を
ひ
き
ゐ

こ
の
門
を
く
ぐ
つ
て
威
張
つ
て
行
つ
た
。

古
代
中
国
で
は
、「
塞
外
」
は
一
般
的
に
い
え
ば
、
万
里

の
長
城
よ
り
外
の
地
域
を
指
し
、
寧
夏
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
遼

寧
省
、
吉
林
省
、
黒
龍
江
省
お
よ
び
モ
ン
ゴ
ル
高
原
な
ど
の

地
域
を
含
め
て
い
る
。
で
は
、「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の

医
者
」
に
お
け
る
「
塞
外
の
砂
漠
」
は
具
体
的
に
ど
こ
を

指
し
示
し
て
い
る
の
か
。
前
掲
の
『
國
譯
漢
文
大
成
』
で

は
「
蕭
關
」
に
つ
い
て
、「「
蕭
關
」
は
甘
粛
省
平
涼
府
固
原

州
な
り
、『
漢
書
』
の
匈
奴
傳
に
孝
文
十
四
年
、
匈
奴
単
于

十
四
萬
騎
、
朝
那
蕭
關
に
入
る
と
、
漢
代
の
蕭
關
は
朝
那
縣

に
在
し
な
り
、「
得
出
蕭
關
北
」
長
安
に
返
ら
ん
と
す
る
路

は
必
ず
蕭
關
の
北
に
出
る
も
の
と
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

蕭
關
は
甘
粛
省
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
甘
粛
省
は
、
古
来
、

天
山
南
北
路
に
連
な
る
東
西
交
通
の
要
路
で
、「
過
蕭
關
」

と
の
関
連
か
ら
推
定
す
る
な
ら
、「
塞
外
」
と
は
蕭
関
の
外

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
で
に
検
証
し
た
よ
う
に
、
賢
治
が
「
過
蕭
關
」
を
読
ん

で
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
定
的
で
あ
る
か
ら
、
賢
治
は
詩
の

背
景
と
内
容
を
そ
れ
な
り
に
理
解
し
て
い
た
と
考
え
て
よ

い
。
詩
に
お
け
る
尾
聯
で
あ
る
「
邊
戎
莫
相
忌
、
非
是
霍
家

親
」
に
対
し
、『
國
譯
漢
文
大
成
』
の
注
釈
で
は
、「
我
は
人

種
が
別
な
り
と
云
う
て
忌
む
こ
と
莫
れ
、
非
是
霍
家
親
漢
の

将
軍
衛
青
は
乃
ち
瞿
去
病
の
舅
な
り
、
嘗
て
匈
奴
を
征
し
て

大
い
に
克
つ
、
武
帝
幕
に
就
い
て
大
将
軍
に
拜
す
、
衛
青
は

即
ち
衛
皇
后
の
弟
、
去
病
は
后
の
姉
が
子
、
匈
奴
の
憎
し
む

所
の
者
は
乃
ち
霍
家
の
親
類
に
あ
り
、
然
る
に
我
れ
は
霍
家

と
縁
な
き
の
み
な
ら
ず
、
實
は
儒
家
に
し
て
、
武
人
に
あ
ら

ず
、
幸
に
我
を
忌
み
我
を
畏
る
る
こ
と
勿
れ
と
な
り
」
と
あ

る
。「
過
蕭
關
」
は
「
塞
外
」
を
舞
台
と
し
た
〈
厭
戦
〉
の
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詩
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

九
世
紀
半
ば
か
ら
一
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
晩
唐
時
期
、
唐

は
既
に
辛
う
じ
て
余
命
を
保
つ
時
期
に
入
り
、
全
国
各
地
で

戦
闘
が
起
き
て
い
た
。
八
五
九
年
の
裘
甫
の
乱
、
八
六
八
年

の
龐
勛
の
乱
、
ま
た
八
七
八
年
頃
か
ら
黄
巣
の
乱
に
代
表
さ

れ
る
諸
反
乱
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
頻
繁
に
起
こ

る
戦
争
に
よ
っ
て
、「
塞
外
」
の
地
を
テ
ー
マ
と
す
る
詩
が

創
り
出
さ
れ
た
。「
塞
外
」
の
地
の
風
土
へ
の
詠
嘆
、
国
を

守
る
た
め
に
戦
っ
て
い
る
兵
士
へ
の
尊
敬
、
反
戦
の
高
揚
す

る
呼
び
声
、
ま
た
永
遠
の
別
れ
に
対
し
て
の
悲
痛
な
気
持
ち

が
詩
人
た
ち
の
創
作
の
素
材
に
な
っ
た
。
詩
人
張
蠙
は
知
識

人
と
し
て
「
賽
外
」
の
匈
奴
と
の
戦
争
の
悲
惨
さ
を
感
じ
て

お
り
、
同
時
に
、
世
間
の
人
々
の
運
命
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
自
分
自
身
の
無
力
さ
も
感
じ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

七
　
結
び

改
稿
に
十
年
を
要
し
た
と
い
う
「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟

の
医
者
」
だ
が
、そ
の
期
間
は
、シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八

年
～
一
九
二
二
年
）
の
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
盛
岡
駐
屯

の
工
兵
隊
な
ど
が
、
花
巻
で
演
習
を
行
っ
て
い
た
事
実
も
あ

る
。
十
年
と
い
う
改
稿
の
年
月
が
、
賢
治
の
戦
争
観
を
ど
の

よ
う
に
変
え
て
い
っ
た
か
は
、
今
後
詳
し
く
検
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
が
、
原
稿
が
最
終
的
に
雑
誌
「
児

童
文
学
」（
一
九
三
一
年
七
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
時
期
を
考

え
る
な
ら
、
自
国
の
利
益
し
か
考
え
ず
無
謀
な
戦
争
に
突
き

進
ん
で
行
く
政
局
の
下
、〈
厭
戦
〉
の
思
想
と
し
て
読
み
取

れ
る
詩
「
過
蕭
關
」
を
、
そ
の
一
部
な
り
と
も
自
作
品
に
取

り
入
れ
て
い
る
事
実
は
、
そ
れ
な
り
の
重
み
を
持
つ
。
筆
者

は
「
北
守
将
軍
と
三
人
兄
弟
の
医
者
」
と
い
う
作
品
に
込
め

た
賢
治
の
意
図
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
、
受
け
止
め
た
い

と
考
え
る
。
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　该论文指出了《北守将军和三兄弟医生》中的“狐”、“沙鹘”与晚唐

诗人张蠙的五言律诗《过萧关》具有一致性。另外，收录了《过萧关》的

《三体诗》被记载在《汉文大系》中，而《汉文大系》（富山房，1909）第

二卷可以在宫泽贤治的藏书目录中找到，因此宫泽贤治读过《过萧关》的

可能性很高。

　《北守将军和三兄弟医生》的修改花费了十年，这十年与西伯利亚干涉

（1918年～1922年）时期重合。在本国利益至上，盲目投入战争的政局下，

从被解读为“厌战”思想的《过萧关》中，选取一部分融入自己的作品，

这个事实有相当的重要性。笔者认为，《北守将军和三兄弟医生》中包含了

贤治“厌战”的意旨。

宮沢賢治「北守将軍と三人兄弟の医者」に見られる
中国古典について

―晩唐の詩人張蠙の五言律詩「過蕭關」の紹介―

顧　羽　寧　　鈴　木　健　司

Understanding the Influence of the Chinese Classics in
Miyazawa Kenji’s Hokushushōgun to Sannin Kyōdai no

Isha  through the Perspective of Zhang Bin’s Guo Xiao Guan

GU, Yu Ning,  SUZUKI, Kenji


